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第35次南極地域観測隊のプロフィール
渡 邊 興 亜
の平均年齢37.4歳が引っ張りあげているようだ.
の紅一点は夏隊海洋生物担当の林多恵子さん,東京水産
大学教官で航海士の資格 をもつ海の女である.交換科学
者は米国から1名,オ ース トラリアから2名参加,国 際
色も豊かというべきか,越冬隊長横山宏大郎君の出身が
新潟県というせいでもないが,こ の隊の新潟県関係者は
7名と多い.酒 と佐渡おけさでにぎやかな南極への船旅
とな りそうである,新潟と並ぶのは北海道,こ れは寒さ
の本場だから当然かもしれない.日 本最寒地が 自慢の陸
別町から斉藤健隊員が参加している,変 り種隊員という
● 点・・今回・夏隊員参加6回目・猛者増砒 男隊贈
大工の福井均隊員の両棟梁,そ れに中学校の先生である
虎谷健二隊員というところ.特 に虎谷さんは大勢の教え
子をもち,彼等に南極の自然と観測隊の活躍を伝えると
張 り切っている.
夏隊の観側は出航 とともに始まる.今年の船上観測は
電離層,海 洋物理,海 洋化学,海 洋生物,海 上重力,海
上磁気のほぼ例年と同じであるが,海洋化学ではロゼッ
ト採水システムという新 しい測器が導入され海洋生物 も
その恩恵にあずかるようだ.気水圏の大気微量成分観測
(炭酸ガス,メ タン,フ ロンなど)は最近の地球環境変
動への関心の高まりから年々忙 しくなってきている.
毎年の事だが,や っと隊員
事務室の雰囲気にも馴れ,観
測隊の仕事 もわかりかけた頃
最早出発である.越冬隊40名,
夏隊16名総勢56名の第35次南
極地域観測隊は例年の如 く,
ll月14Hに南極大陸に向う.
平均年齢34.1歳は例年よりや
や高いようだが,こ れは夏隣
三代 目
最近のリュッォ ・ホルム湾の海水の状況からみて,今
年もその進入は容易ではないかも知れない.夏 の建設作
業や夏期観測 も盛 りだくさんで艦長としては出来るだけ
早い昭和基地への接岸をと考えておられるようだが,出
来るだけ多点での海洋観測をと願 う海洋観測担当隊員の
希望とどうバランスさせるかむずかしいところである.
夏の建設作業はかなり大規模で,35次隊の担当はこれ
から建てられる新しい建物をつなぐ高床式通路および防
火区画(総 床面積290m2,総重量230t)である.作 業量
は930人日以上と見積 られている.新 しい基地をつなぐ
重要な建設作業であるが,地 面の起伏も複雑で,冬 の ド
リフトが残る場所での作業は苦労の多い作業になりそう
である.
夏期の研究観測では生物グループの海氷圏生物の生態
学的観測や地学グループのリュツォ ・ホルム湾周辺露岩
帯の地質,地 形,古 地磁気の調査が精力的に行われる.
雪氷グループは昭和基地南方1000kmのドームF頂 上へ
の物資輸送および雪氷 ・気象観測オペレーションを夏期
の計画として実施する,暖 かい夏期間中の気候のきびし
い内陸への輸送オペ レーションの有利 さは大いにあるが,
旅行日程はややきびしい,ド ーム深層掘削計画(こ の計
画については本ニュース111号で佐藤夏雄氏の紹介記事
がある)の ために導入されたSM100大型雪上車がその
威力を発揮するだろう.
帰路の海氷域ではブライ ド湾の海底地形調査,海 洋生
物グループのベイトトラップやビーム トロールを用いた
底生生物群集の生態学的観測や植物プランク トンの分類
学的研究,地 学グループによるプリンスオラフ海岸東部
域の調査が行われる,
越冬観測では,宙 空グループが 「極域擾乱 と磁気圏構
造の総合観測」 を引きつづいて実施 し,地学グループは
超伝導重力計の連続観測の継続の他,リ ュッォ・ホルム
湾沿岸露岩およびやまと山脈の古地磁気学的調査が新 し
く行われる,生物グループは海氷下の生物群集の生態学
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的研究のために,極 地特有の光周期下でのアイスアルジ
ィーによる有機物生産過程の解明のための現場培養実験.
セデ ィメン トトラップによる海底への有機物輸送過程の
観測などが計画されている.
気水圏グループは三つのテーマについて観測を行い,
大気化学観測ではスーバヘテロダイン分光計によるオゾ
ン観測が計画されており,その成果は 「オゾンホール現
象」の解明に大 きく寄与するものと期待 される.氷 床
ドーム深層掘削観測では,夏 期の2回 の ドームF旅 行
の他,冬 明けの中継点旅行が計画されている.こ うした
輸送 ・観測旅行によって,内 陸基地建物を含め,総 重量
約110トンの物資が ドーム頂上へ輸送される.物資輸送
が順調に進むと36次を迎える時には基地建物,深 層掘削
トレンチが完成 し,ド ームF越 冬観測開始の準備が整
う.
南極も衛星観測時代を迎えつつある今,昭和基地の大
型パ ラボラ・アンテナの受信作業は年間を通じて忙 しく
なりそうである.
(著者:第35次南極地域観測隊長,国 立極地研究所教授)
第13回南極地学シンポジウム
本 吉 洋 一
上 記 シ ンポ ジ ウ ム は.平 成5年10月21日,22日 の2日
間 に わ た り,当 研 究 所 講 堂 お よ び講 義 室 に おい て 開催 さ
れ た.の べ 参 加 人 数 は84名,発 表 件 数 は48件,す べ
て オ ー ラ ルセ ッシ ョ ンで あ った.発 表 論 文 は次 の8セ ッ
シ ョ ンに分 け ら れ,そ れ ぞ れ の 発 表 に対 し,活 発 な討 論
が 行 わ れ た.
1.地 形 学(5件)
ll.海底 の 地 球 科 学(3件)
m.エ ンダ ー ビ ー ラ ン ドの 地 質 学(5件)
W.地 質 と岩 石(1)(6件)
V.固 体 地 球 物 理 学(8件)
M.地 質 と岩 石(H>(8件)
W.ゴ ン ドワナ(7件)
珊.HoloceneEnvironmentalChanges　(6件)
な お,タ ス マ ニ ア 大 学 のA.　McMinn博士 か ら,
"Holocene　high　resolution　palaeoclimate　records　from
the　Vestfold　Hi|ls"とい う題 目で 特 別 講 演 が あ った.
今 回 の シ ンポ ジ ウム の特 色 と して,第33次 か ら始 まっ
た 第W期5か 年 計画 の主 要 な観 測 項 目で あ る 昭和 基 地 で
の絶 体重 力 測 定 とプ リ ンス オ ラ フ 海岸 一 リュ ツ ォ ・ホ ル
ム湾 沿岸 で の地 質 ・地 形 学 的 精 査 の予 察 的 な成 果 が 発 表
さ れ た こ とが 挙 げ られ る.
絶 体:重力 測 定 に関 して は,33次隊 の国 土 地 理 院 型 と34
次 隊 の国 立 天 文 台 水 沢2号 機 に よ る最 終 結 果 が,国 内 で
の 比 較 測 定 と種 々の 補 正 項 の つ き合 わせ を行 った 結 果 ,
50　FGal以内 の 偏 差 に落 ち着 く こ とが わ か っ た.ま た,
内陸蝋 力・定・・幟 ・一ム深層掘肖1噸・でのび・ ●
ことにより,地殻構造解析のためのデータが補充され,
い くつかの考察がなされた.
地質 ・地形分野の精査に関しては,33,34次隊で調査
されたルンドボークスヘッタから,昭和基地周辺では最
も変成度の高い岩石が報告され,反応組織と構造パター
ンの解析から,リ ュツォ・ホルム岩体の変成履歴に関す
る新知見が得 られた,
その他,セ ールロンダーネ山地,エ ンダービーランド,
インドなどでは,氷床変動や岩石の年代 ・起源物質の推
定に放射性同位体を用いた研究が多 くなされたのが注目
される.
全体として,従来調査地域に限定されがちであった研
究指向が,地 域間の相互関係から大陸間の相互関係へと
面的な広が りを見せ始めており,将来の南極での地学調
査について,い くつかの方向性も見いだされたように感
じられた.一 方で,精 度の良いデータを得 るための調
蕊糠 豊㌫ ζ慧 瓢欝 募2二㌦●
たなプロジェク トを推進させるのと同時に,質 の高い
データを着実に積み上げることも重要であるということ
を,我々は再度認識する必要があろう.
(筆者:国 立極地研究所研究系助手)
講演と映画の会を開催
南極地域観測の事業と観測成果を広く国民に普及する
ため,9月20日(月)夕方,山 口県下関市の下関市民会
館において,渡邉教授(第35次南極地域観測隊長)に よ
る南極観測報告 「講演と映画の会」(後援:山 口県教育
委員会 ・下関市教育委員会)を 開催 した.
会場には,小 中学生,一 般市民など約250名が集 まり
渡邉教授の 「南極の自然と観測隊」と題 した,南 極大陸
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の 自然,越 冬 隊Uの 観 測 活動.オ ー ロ ラの 発 生現 象,ア
ザ ラ シや ペ ンギ ンの 生態,南 極 氷床 ドー ム 深層 掘 削 計111ii,
環境 問 題 な どにつ い て の約1時 間30分の講 演 を熱 心 に 開
きい って い た.
また.講 演 後 の 質 問で は過 去 の 気候 変 動 につ い て,オ
ゾンホールの発生原因,環境問題,南 極地域観測の今後
の展望についてなどW弓的な質問があ り,f'定の時間を
超過 したが,渡 邉教授の適切な説明により終了 した,
その後に1映画 「南極観測」が ヒ映 され,集 まった人々
の好評を得,盛 況のうちに幕を閉じた.
第34次越冬隊員の家族会
現在越冬 中の第34次越冬隊貝の家族会が9月22日
(水)佐藤会長の主催により当研究所講堂で開催 された.
遠 くは鹿児島から出席された家族をは じめ,26家族56名
の参加があった.また出発準備に忙 しい35次隊渡邉観測
隊長,横山副隊長 も出席した.
会は平澤企画調整官の留守家族の方へのねぎらいの言
葉と佐藤会長のあいさつに始まり,出席家族からは,近
況などもまじえた自己紹介があ り,なごやかな雰囲気に
包まれた.
事業課からは越冬隊の今後の日程や託送品の送 り方な
どについて説明をし,また,今 年3月 に帰国した第34次
夏隣が撮影した記録フィルムを集め,出 港から夏期オペ
レーション中の各隊員の様 ∫・をスライ ドで披露 した.
記念写真 を撮影後閉会となった.
観測隊だより
8月 は 天 候 の 最 も厳 しい 月で,今 次 も6[iilのブ リザ ー
ドが基 地 を 襲 来 した.中 で も8月 と して は,最 大 瞬 間 風
速51m/秒 と過 去2位 の 強 さ を 記録 した,3ilの ブ リ
ザ ー ドは 基 地 の 各所 に 被害 を もた ら した.ま た 気 温 も低● い 日が 多 く,31日に は8月 の過 去 最 低 の 一42.2℃を記
録 した.
8月 の 最 大 の オ ペ レ ー シnン は,3台 の 大 型 雪.ヒ車 で
ドーム 観 測 拠 点へ の 中継 拠 点 へ.ド ーム 観 測 拠 点 の 建 設
資 材 や 燃 料 を デ ポす る 片 道550kmの内 陸 旅行 で あ っ た.
15日に 出 発 した 旅 行 隊 は,-60°Cに も なる,春 に は ま
だ 遠 い 大 陸 を凍傷 と戦 いな が ら無 事 走 破 し,9月20日 に
昭 和 基 地 に 帰 着 した.こ の 成 功 に よ り,10A下 旬 に 出 発
す る ドー ム 旅 行 隊が 観 測 拠 点 の 建 物 の ・部 の 建 設 な どの
作 業 をす る め どが 、ン1った.
9月 に 入 り.日 照 時 間が 増 え 日差 しも強 くな り,気 温
は 低 い もの の 南極 に も春が 来た の を実 感 で きる よ う にな
り,航 空 機 に よ る観 測 や雪 上 車 に よ る沿 岸 の 調 査 な どが
活 発 に お こ な わ れ た.航 空 機 で の 動 物 調 査 で は リー セ
ル ・ラ ルセ ンの ル ッカ リー に約1万 羽 の コ ウテ イペ ンギ
ンを確 認 した.ま た沿 岸 で は 生 物.地 形,海 底 地 形 な ど
の調 査 を 行 った.
基 地 内 で もア イス ラ ン ドとの オー ロ ラ現 象 の 共 役 点 観
測,超 伝i,4・F.力観測 な ど が1順調 に 進 ん だ.
こ れ か ら夏 に 向 か うに した が って,35次 隊 を受 け入 れ
る作 業 な ど忙 し さが増 す 季節 に な る,
レ来訪者く
平 成5年4月18日 ～4月23日 　 Prof.　KELLEY,　J.　(ア
ラ ス カ 大 学 教 授)
4月18日 ～4月24日 　 Prof、　HUANG,　 S.L、　 (ア ラ ス カ 大
学 教 授)
4月19日 ～4月24日 　 Dr.　UEDA ,　H.T.　(米国 陸 軍 寒 地
1:学研 究 所 研 究 員)
Prof.　KUIVINEN,　K.　(ネ ブ ラ ス カ 大 学 リ ン カ ー
ン 分 校 教 授)
Prol.　HANSEN,　B.L.　(同 名 誉 教 授)
Mr.　WUMKES,　 M.　(ア ラ ス カ 大 学 研 究 員)
4月19日 ～4月25日 　 Mr.　KOCI,　B.　(ア ラ ス カ 大 学 研
究 則
3'一 一一'一
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Mr.　STANFORD,　K.　(同研 究 員)
4月19日一4月26日 　 Mr.　AUGUSTINE,　L.　(フラ ン ス
国 立 科 学 研 究 セ ン タ ー氷 河 地 球 物 理 研 究 所 研 究
員)
4月19日～4月27日 　 Dr.　HANCOCK,　W.　(ネブラ ス カ
大 学研 究 員)
Dr,　MORGAN,　V.　(オー ス ト ラ リ ア南 極 局 研 究
員)
Mr.　MAKINSON,　K.　(英国 南 極 局 研 究 員)
4月19日～4月28日 韓 建康　(Prof.　HAN,　Jiankang)
(蘭州 氷 河 練士 研 究 所 教授)
4月19日 ～5月1日 　 Dr.　ZAGORODNOV,　V.　(アラ
ス カ大 学 研 究 員)
4月21日～4月25日　 Prof.　DAS,　D.K.　〔同 助教 授)
6月1日 　 Prof.　HOLTET,　J,　(オス ロ 大学 教授)
6月2日 　 Dr,　LOBBAN,　C.　(グアム 大 学 教fl')
6月3日 　 Dr,　NEEF,　H.　(ドイ ツ 連 邦 共 和 国 大 使 館 一.一
等 参 事 官)
Prof,　AUGSTEIN,　E.　(ア レフ レ ッ ド ・ ウ ェ ゲ
ナ ー極 地 海 洋研 究 所 教授)
研究所出版物
南 極 資 料Vo[.36,No.2(July1992,p,163・340)
Vo1,36,No.3(Novemberl992,p.341・472)
Vol.37,No,1(March1993,p.1・114)
Proceedlngs　of　the　NIPR　Symposium　on　Upper　Atmo.
　　 sphere　Physics
　 　 No.　6,　138　p,　February　l993
Proceedings　of　the　NIPR　Symposlum　on　Polar　Mete・
　 　 orology　and　Glaeiology
　 　 No.　6,　167　p.　December　I992
Proceedings　o{　the　NIPR　Symposium　on　Antarctic
　 　 Meteorites
No,6,427p.Mayl993
Proceedings　o{the　NIPR　Symposium　on　Polar　Biology
No,6,189p.January1993
JARE　Data　Reports
　 No.　182　(Marine　Biology　20)　:　Zooplankton　data　col-
　 　 lected　with　BIOMASS　 programme　at　Syowa　Sta・
　 　 tion　in　1983　by　JARE・24,　by　A.　Tanimura,　K.
　 　 Watanabe,　H.　Satoh,　H.　Kanda　and　E.　Takahashi.
　 　 71　p.　December　l992.
　 No,　183　(Marine　Biology　21　)　:　Zooplankton　data　col・
　 　 lected　with　BIOMASS　 programme　at　Syowa　Sta.
一4
　 tion　in　l984　by　JARE-25,　by　A、　Tanimura,　O.　Mat・
　 suda,　S.　Ishikawa　nd　K,　Kawaguchi.　57　p.　Decem・
berl992.
No,　184　(Oceanography　l3)　;　Oceanographic　(lata　in
Ltitzow・Holm　Bay　of　Antarcticαimate　Research
　 programme　from　March　1990　to　January　l991
　 (JARE-31),　by　S.　Usiho　and　T.　Takizawa.　34　p.
March1993,
No.　185　(Seismology　26)　;　Seismo[ogical　bulletin　of
　 Syowa　Station,　Antarctica,　1991,　by　K.　Kaminuma
　 and　M.　Yamamoto,　53　p,　March　l993,
No.　186　(Upper　Atmosphere　Physics　10):Upper
　 atmosphere　physics　data,　Syowa　and　Asuka　Sta・
　 tions,　1990,　by　T.　Ono,　H.　Nakajima,　M.　Satoh,　K.
　 Ohtaka,　M.　Kawahara　and　A.　Kumade.　222　p.
March'1993.
No.　187　(Oceanography　l4)　:　Oceanographic　data　of
　 the　32nd　Japanese　Antarctic　Reserch　Expe(lition
　 from　November　l990　to　March　1991,　by　H.　Naka.
　 mura　and　K.　Noguchi.　50　p.　March　l993.
No.　188　(lonospトere　48);Records　of　radlo　aurora　t
　 Syowa　Station,　Antarctica　1991,　by　K.　Nozaki　and
　 K.　Igarashi.　25p.　March　l993.
No.　189　(lonosphere　49)　:　Riorneter　records　of　30
　 MHz　cosmic　noise　at　Syowa　Station,　Antarctica　in
　 l991,　by　K.　Nozaki　and　M.　Kunitake.　184　p,　March
l993.
No,　190　(Meteorology　30):Meteorological　data　at
　 Asuka　Station,　Antarctica　in1991,　by　Y.　Sukegawa
　 and　T.　Yamanouchi.　101　p.　March　l993.
No,　191　(Ionosphere　49)　:　HF　field　strength　data　mea.
　 sured　at　Syowa　Station,　Antarctica　from　January
　 to　December,　1991,　by　M.　Ichinose,　K. Nozaki
　 and　S.　Kainuma.　17　p.　March　l993,
Antarctic　Geological　Map　Series
　 Sheet　33　:　Bergersenfjella,　1/100,000,　with　explana・
　 　 tory　text,　by　H.　Ishizuka　et　at　14　p.　with　8　pl.
March1993.
平成5年9月1日 付 け人事異動
昇 任
神 山 孝 吉
宮 岡 宏
助教授研究系
働 手資料系)
助教授情報科学センター
(助手情報科学センター)
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第35次南極地域観測隊員名簿
○越冬隊 平成5年10月1日現在
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
副 隊 長 横 山 宏太郎 22.5.21 農林水産技官 主任研究官 新 潟 県 第14次越冬隊
(兼越冬 農林水産省農業環境技術研究所
隊 長)
気 象 稲 川 譲 29.9.7 運輸技官 北 海 道 第25次越冬隊
気象庁観測部
., 山 本 義 勝 33.2.26 運輸技官 東 京 都
気象庁観測部
〃 田 口 雄 二 36.8.25 運輸技官 埼 玉 県
気象庁観測部
り 阿 保 敏 広 36.11.26運輸技官 神奈川県
気象庁観測部
〃 屏 息 修 39.2.5 運輸技官 東 京 都
気象庁観測部
電 離 層 岩 崎 恭 二 38.12.10郵政技官 熊 本 県
郵政省通信総合研究所
宇宙科学部
地球物理 名 和 一 成 42.12.14 文部教官 助手 埼 玉 県
東京大学地震研究所
宙 空 系 小 原 徳 昭 40.1.28 郵政技官 岩 手 県
郵政省通信総合研究所
宇宙科学部
., 脇 野 洋 一 40.11.2 運輸技官 鹿児島県
気象庁地磁気観測所
〃 久保田 実 41.10.7 文部教官 助手 埼 玉 県
東北大学理学部
地 学 系 船 木 實 23.11.8 文部教官 助手
国立極地研究所資料系
秋 田 県 第16次越冬隊
25次夏隊
第30次夏隊
〃 石 川 尚 人 37.1.22 文部教官 助手 長 野 県
京都大学総合人間学部
気水圏系 庄 子 仁 23.11.11文部教官 教授 北 海 道
北見工業大学工学部
〃 齊 藤 隆 志 33.7.5 文部教官 助手 京 都 府
京都大学防災研究所
〃 齊 藤 健 38.4.IO 文部技官 北 海 道
国立極地研究所事業部
(小島建設㈱)
〃 白 岩 孝 行 39.5.9 文部教官 助手 東 京 都
北海道大学低温科学研究所
㌧ 小 出 理 史 44.3.31 文部教官 助手 宮 城 県
東北大学理学部
生 物 ・
医 学 系
渡 邉 研太郎 27.7.30 文部教官 助手
国立極地研究所研究系
埼 玉 県 第22次夏隊
第24次越冬隊
〃 佐 藤 欝 彦 32.11.23文部技官 静 岡 県
筑波大学
下 田 臨 海 実験 セ ン ター
機 械 山 下 孝 昭 26.4.10 文部技官
国立極地研究所事業部
神奈川県 第24次越冬隊
第29次越冬隊
(いす"自 動車 ㈱ 〉
り 萩 谷 敬 二 27.6.26 文部技官 埼 玉 県
国立極地研究所事業部
(㈱関電工)
〃 中 川 和 久 31.4.29 文部技官 京 都 府
京都教育大学施設課
り 小 西 勇 二 37.9.28 文部技官 石 川 県
国立極地研究所事業部
(㈱小松製作所)
〃 森 山 功 一 43.3.11 文部技官 新 潟 県
国立極地研究所事業部
(㈱大原鉄工所)
機 械 古 坊 栄 一 43.11.16文部技官 大 阪 府
国立極地研究所事業部
(ヤンマ ー デ ィー ゼ ル㈱)
通 信 薮 神 児 38.1.27 海上保安官
海上保安庁警備救難部
石 川 県
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担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
., 伊 東 政 志 39.3.24 郵政技官 北 海 道
郵政省北海道電気通信監理局無線通信部
〃 田 中 敦 40.6.8 文部技官 山 梨 県
国立極地研究所事業部
(日本電信電話㈱)
調 理 小 松 輝 次 32.9.24 文部技官 静 岡 県 第26次越冬隊
国立極地研究所事業部
(㈱東條会館)
〃 松 井 孝 浩 35.2.23 海上保安官 香 川 県
海上保安庁警備救難部
医 療 吉 田 二 教 25.6.8 文部技官 岩 手 県
国立極地研究所事業部
(東京慈恵会医科大学)
十F 大 日方 一 夫 36.5.4 文部技官 長 野 県
国立極地研究所事業部
(新潟大学医学部)
航 空 小谷野 和 幸 17.9.15 文部技官 東 京 都
国立極地研究所事業部
(東邦航空㈱東北支社)
〃 一 木 准 一 郎 43.9.5 文部技官 佐 賀 県
国立極地研究所事業部
(元 長崎航空㈱)
il 今 関 英 樹 40.10.10文部技官 神奈川県
国立極地研究所事業部
(本田航空㈱)
廃 棄 物 坂 本 勝 42.6.18 文部技官 神奈川県
国立極地研究所事業部
(三機工業㈱)
設営一般 吉 澤 健 31.11.3 文部技官 新 潟 県
新潟大学施設部建築課
〃 佐 藤 佳 昭 39.11.7 文部技官 東 京 都
国立極地研究所事業部
(㈱新潟鉄工所)
.「 西 村 浩 43.4.8 文部技官 奈 良 県
国立極地研究所事業部
(日本電気㈱)
○夏 隣
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長(兼
夏 隊長)
渡 邉 興 亜 14.5.ll 文部教官 教授
国立極地研究所研究系
京 都 府 第11次越冬隊
第15次越冬隊
第29次越冬隊
海洋物理 小 川 明 彦 29.6.15 海上保安官 東 京 都
海上保安庁水路部
海洋化学 岡 野 博 文 41.10.13海上保安官 鹿児島県
海上保安庁水路部
海洋生物 河 地 正 伸 39.1.10 文部教官 助手 鹿児島県
筑波大学生物科学系
測 地 池 田 尚 懸 31.6.25 建設技官 秋 田 県
建設省国土地理院測地部
気 水 圏 本 堂 武 夫 22.3.5 文部教官 教授 北 海 道
北海道大学低温科学研究所
地 学 系 平 川 一 臣 22.5.10 文部教官 教授 愛 知 県 第28次夏隊北海道大学大学院 第30次夏隊
地球環境科学研究科
〃 土 屋 範 芳 35.12.14文部教官 助手 長 野 県 第31次夏 隊
東北大学工学部
〃 志 村 俊 昭 38.12.12文部教官 助手 岩 手 県
新潟大学大学院
自然科学研究科
生 物 ・ 竹 内 一 郎 35.3.27 文部教官 助手 兵 庫 県
医 学 系 東京大学海洋研究所
大槌臨海研究センター
.「 林 多恵子 39.9.17 文部教官 助手
東京水産大学水産学部
徳 島 県
一6一
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担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
設営一般 小松原 祐 二 22.1.2 文部技官 島 根 県
松江工業高等専門学校
学生課
〃 増 田 光 男 22.10.25文部技官
国立極地研究所事業部
千 葉 県 第24次 隊
第27次 隊
(金子架設工業㈱) 第30次 隊
第32次 隊
第33次 隊
t. 虎 谷 健 二 28.12.24文部教官 教諭 青 森 県
弘前大学教育学部
附属中学校
〃 福 井 均 29.3.19 文部技官 京 都 府
国立極地研究所事業部
(㈱福井)
., 高 田 謙 一 38.3.11 文部技官 東 京 都
国立極地研究所事業部
(日本無線㈱)
外国基地派遣者等名簿
O外 国共 同 観 測(オ ー ス トラ リア1マ ッコ リー 島基 地)
専門分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊経験等
海 洋 生 態 学 内 藤 靖彦 16.2.2 国立極地研究所資料系 東 京 都 第21次越冬隊
(文部教官 教授〉 第25次夏隊
第27次越冬隊
英国基地
(S63.12～
H元.3)
第31次越冬隊
海 洋 生 態 学 加 藤 明 子 43,2.4 国立極地研究所研究系
(文部教官 助手)
千 葉 県 オース トラリア基地
(H4,11～5.3)
○南極条約に基づく交換科学者(派 遣)(オーストラリア:ケ ーシ基地)
専門分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊経験等
雪 氷 学 束 信 彦 29.12.12長岡技術科学大学(文部教官 助教授)北 海 道 第30次越冬隊
● ・南極条約・基・・交換科学者(受・)
氏 名 生年月日 所 属 職 研 究 目 的
GeoffreyLodgeFraser　 1968.　10.　3 オース トラリア国立大学地球科学
研究所(大学院学生)
地質学.岩 石学.地 球年代学的研究
HarveyJohnMarchant　 1944.　12.　29 オース トラリア南極局
主任研究官
微小生物群集の生物プロセスの研究
MarcosRuizQuinones　 1958.　4.　25 ニューメキシコ州立大学物理科学
研究所 電子工学者
宇宙科学(人工衛星観測等)に関する
研究
7
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間平 均(Max,　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大風 速 　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Meancloudcover)　(1/10)
快 晴 日数(Number　of　clear　days)
昭和 基 地
(Syowai89532>
9月(Sep.)
一17 .9
一5 .2
一42 .1
981.8
L1
63
4.6
20.3(2.NE)
10月(Oct,)
一13 .8
一3
.0
一29
.8
981.4
1.8
73
6.4
31.8(13,NE)
32.9(2.NE)40.6(13,NE)
7.47.3
2 3
【極地豆事典】
_騨 勢 開認2タ_
極地の空を彩るオーロラは超高層大気の発光現象で
あ り,今 まで高感度テレビカメラなど,光 による観測
が行われてきた.さ て,オ ーロラが光っている場所で
は,同 時に電離層の電子密度 も上昇 しており,ち ょう
どオーロラの形に沿った電子密度の濃い領域が形成 さ
れている.こ のような領域を通過する電波は吸収を受
け強度が弱まる.そ こで,宇 宙からやってくる電波を
電離層を通 して地上で画像観測すると,オ ーロラの部
分だけ電波が弱 まった像が得 られる.光 で見たオーロ
ラをポジとすれば,これはネガに相当するものである.
このように,宇 宙電波を画像観測す ることにより
オーロラのネガ像 を求める試みが1980年代後半に開始
された.この基本原理を宇宙電波雑音吸収観測と称 し,
これに用 いられる観測器,リ オメーターは1959年,
LittleとLeinbachにより開発 されたものである.こ の
古典的観測器は多数の細いアンテナビームを備えるこ
とにより,近代的なオーロラ観測装置に生まれ変わる
ことになる.
極地研究所は細いアンテナビームを東西,南 北に走
査する 「掃天型リ才メータ」 を世界に先駆け開発 し,
1985年,昭和基地に設置 した.一 方,米 国メリーラン
ド大学は,49本のアンテナビームにより電波吸収画像
を得る 「イメージングリオメータ」を開発 し,南極点
基地に1988年に設置 した,極 地研究所はその後,名 古
屋大学太陽地球環境研究所,郵 政省通信総合研究所の
協力を得て64ビー ムのイメージングリオメータを製作
し,地磁気共役点であるアイスラン ドと昭和基地にそ
れぞれ1990年,1992年に設置 した,こ れらの装置の利
点は昼間や,白 夜,曇 り空など,光 によるオーロラ観
測が不可能な時でも問題なく観測が行えることである.
「南北極では同じ形のオーロラが見えるのか?」 とい
う問に答えるのはなかなか難しい.なぜなら,一方の
極が極夜の時期,他 方の極は白夜のためオーロラを目
で見ることができないからである.昭和基地,ア イス
ランドのイメージングリオメータはこの問いに答える
べく,通年にわたり両極のオーロラの比較観測を行 っ
ている.
?
?
?
?
?
ト
100km
ア イスラ ン ドのイ メージ ング リ
オ メ一 夕に より観 測 され た電波
吸収像(下 段)と,同 時 に観測
され た光 によるオーロ ラ像(上
段,黒 い 部分 が発 光域).両 者
の形態,動 きは非常 に よく似 て
いるこ とがわかる.
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